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研究成果の概要（和文）：本研究は、近代的な高等教育制度を先進国から移植した国ぐに（後発国）を対象と
し、各国における大学院教育及び学位制度の導入と変容の過程及び近年の改革動向を分析することを通じて、そ
れぞれの国における制度の導入過程や現行制度の異同を明らかにした。また、近年の改革として、一方では入学
や養成課程に関する管理の強化を含む質の向上が図られ、他方では制度の柔軟化の模索や国際通用性の強化など
も見られることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project is to clarify the similarities and 
differences among introduction, current situation and recent reform trend of graduate education and 
academic degree in the “late-comer countries”. In this project, the “late-comer countries” are 
defined as the countries that have introduced modern higher education system from early-developed 
countries. After introduction of modern system of graduate education and academic degree, these 
systems have changed to match the social situation in every country. As recent reform, some 
countries intend to improve the quality through strengthening the management of enrollment and 
curriculum, and some countries try to make their systems more flexible and to increase the extent 
for the degree to be passable internationally.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、「後発国」における大学院教育や学位制度の導入や定着・変容の過程、現状などについて分析し、
その成果を中間報告書（５冊）及び最終報告書により公表した。こうした取り組みを通じて、わが国でこれまで
大学院教育や学位制度に関して十分には知られていなかった国ぐににおける制度に関する情報を広く共有するこ
とができた。このことは、高等教育の国際比較における新たな基盤を提供するとともに、ここで対象とした国ぐ
にとの間で高等教育交流を展開する際に参考になるという点で実践的な意義も有している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 近年、世界各国・地域（以下、国と略）で進められている高等教育改革には、規模の拡大を
前提として、国際化・グローバル化の進展によるその制度や内容の国際通用性の向上（共通性）
と、国際競争力を強化する手段としての他国より抜きんでた制度の導入や、当該国の独自性を強
調する制度の整備（相違性）の両方が共時的に存在している。どちらの指向性を有する改革でも、 
各国の歴史的条件や社会的現実の相違によって、選択可能な方向性や内容は異なるものとなる。 
(2) 多くの国ぐにでは、高等教育の拡大や整備、改革の中心は学士課程段階に置かれているが、
わが国で「知識基盤社会」への移行や科学技術創造立国の実現のため大学院における人材養成 
機能の強化に向けた取り組みが実施されているように、大学院教育の整備拡充も重要な政策課
題として取り上げられるようになっている。具体的には、一方では当該社会で必要とされる高度
人材の養成強化が求められ、同時に、グローバル化の進展等に伴って学位の国際的通用性に対す
る要請が高まり、国際的な水準での教育研究機能のさらなる強化や学位の質保証がめざされて
いる。こうした傾向は、近代的な高等教育制度を形成した先進国で生じているのみならず、それ
を他国から取り入れて整えた国ぐに（以下、「後発国」と総称）でも見て取ることができる。 
(3) わが国ではこうした後発国の大学院教育や学位制度 を扱った先行研究はわずかである。諸
外国の大学院教育に関する比較研究としては市川・喜多村（1995）、江原・馬越（2004）、広島
大学高等教育研究開発センター（2010）などがある。しかし対象は欧米諸国が中心であり、それ
以外では中国や韓国が取り上げられる程度である。国別の研究でも、中国に関する南部（2002 
や台湾についての小川・南部（2008）、東アジア諸国の大学院入学者選抜に注目した南部（2016）
などはあるが、それ以外の国に関しては、高等教育全体に関する記述の中で簡単な言及はあると
しても主たる分析の対象とされることは非常に少ない。学位制度についても、大学評価・学位授
与機構の研究報告（2010）や大学改革支援・学位授与機構の研究報告（2016）といった国際比
較研究はあるが、わが国を除けば、やはりせいぜい後者の研究で中国と韓国が加えられているの
みである。 
(4) そこで、そうした大学院教育及び学位制度が後発国でどのように導入され、その後どのよう 
に変容してきているのかを分析すれば、それぞれの国における大学院教育及び学位制度の特徴
やその異同をより明確にするとともに、大学院教育及び学位制度の発展や改革の世界的な動向
を明らかにすることができるのではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、いわゆる後発国において大学院教育及び学位制度がどのように導入され、その後
どのように変容しているのかを分析することを通じて、各国における制度の特徴やその異同を
明らかにするとともに、大学院教育及び学位制度の導入・変容のパターンを類型化することを目
的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究では、後発国における大学院教育と学位制度の導入と変容は、一般的には次のように
進んできたと仮定した（図１）。を参照いただきたい）。すなわち、これらの国では制度の導入に
あたって先進国で形成されていた既存の制度が自発的か強制的かはともかくとして移植され、
その後各国の制度としてふさわしいものとなるよう土着化が進められる。そして近年になると、 
グローバル化や地域共同体（ASEAN など）による共通化などの影響により国際化に向けた変容
が生じたり、当該社会の変化に適応するためさらなる土着化が進められたりしている。国際化に
は、国境を越えた高等教育の展開という新たな現象も含まれる。ただし、こうした変容の過程は
各国の条件や社会的文脈、制度導入が開始された時期などによって異なっていることが予想さ
れる。また、大学院教育と学位制度は、例えばわが国の論文博士の存在などを考えるとわかるよ
うに、必ずしも一体
的な制度を形成し
ているわけではな
いが、多くの場合学
位の授与が大学院
教育修了の時点に
位置づけられてい
ることから、本研究
では両制度を総合
的に分析すること
にした。 
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図１ 大学院教育及び学位制度の変容モデル 



ア、東南アジア、南アジア、中東、ラテンアメリカの各地域にある国ぐにから、制度導入の時期
や、制度導入の背景としての植民地経験の有無を含む歴史的条件、社会体制や人口規模を含む社
会的条件などを考慮して選んだ。具体的には、東アジア地域では韓国、北朝鮮、中国、台湾など、
東南アジア地域ではベトナム、シンガポールなど、南アジア地域ではインドなど、中東地域では
ヨルダン、エジプトなど、そしてラテンアメリカ地域ではブラジル、キューバなどである。 
(3) 各国の大学院教育及び学位制度には下位制度があることも本研究の前提である。そうした下
位制度としては、大学院教育には、課程設置、修業年限、入学者選抜、教育課程、修了認定、指
導教員などに関する制度があり、学位制度では学位の種類、学位授与権、学位授与手順、それか
ら大学院教育との関係などに関わってより細かなしくみや規則からなる制度が整備されている。 
各国の分析にあたっては、具体的にはこれらの制度の変化に注目することとした。 
(4) 本研究では、研究分担者及び研究協力者の参加を得ながら、文献資料の分析と対象国での聞
き取り調査及び一次資料の収集によって進める計画とした。聞き取り調査の対象としては政府
関係者、大学関係者、研究者などを予定し、調査内容としては、①高等教育政策の変遷、②形成
当初の大学院教育及び学位制度の基本的構造、③土着化に向けた制度変容の実態などを考えた。 
 
４．研究成果 
(1) １年目（平成 29 年度）には、対象とするいくつかの国における大学院入学者選抜に注目し
た。入学者選抜の方法は多様であり、修士課程段階において、全国統一の筆記試験が行われてい
る国もあれば、外部の語学試験の成績などを用いる国、学生募集単位の自由度が大きい国もある。
10 か国・地域の大学院入学者選抜制度に関する資料を整理・訳出し、中間報告書（第１冊）と
して刊行した。資料が収載されている国・地域は具体的には、日本、韓国、中国、台湾、ベトナ
ム、シンガポール、インド、ブータン、ヨルダン、ブラジルである。また、４年目（令和２年度）
には、コロナ禍によって入学者選抜実施方法の変更が迫られたが、大学院入学者選抜試験を国家
試験として実施している中国では、多くの高等教育機関では機関ごとに行う第２次試験がオン
ライン形式で実施された。そのため、従来の規定とともに同年の入学者選抜実施方法に関する規
定を整理・訳出して、中間報告書（第４冊）（『中国の大学院入学者選抜方法に関する資料集―
2020 年のオンラインによる実施を中心に―』）として刊行した。この報告書では、個別の高等
教育機関から出された具体的な通知も収載しており、オンラインでの試験の実施に関する手が
かりを提示することにもつながっている。 
(2) ２年目（平成 30 年度）には、学位制度に着目して研究を進めた。その成果は、『後発国にお
ける学位制度の研究』（高等教育研究叢書 148、広島大学高等教育研究開発センター）としてま
とめられているほか、関連資料を整理・訳出して収載した中間報告書（第２冊）を刊行した。前
者では、７か国・地域（韓国、中国、台湾、ベトナム、インド、エジプト、ブラジル）における
学位制度の変遷と、現在の制度概要、改革動向をまとめるとともに、比較的な考察を行った。そ
して、①「後発国」の学位制度は、宗主国など他国の影響を受けながら、国の成立後しばらくし
て導入されたこと、②学位の種類として学士、修士、博士に相当するものは各国で見られるが、
国によってはそれ以外の学位が設定されていたり、大学以外の機関にも学位授与権が認められ
ていたりすること、③学位制度導入後、学位を授与する教育課程の量的拡大と質の向上に向けた
取り組みが並行的に行われる傾向があること、④学位の国際連携が進むと同時に、土着化の過程
で独自性も見られるようになっていることなどを明らかにした。また後者では、９か国・地域（日
本、韓国、北朝鮮、中国、台湾、ベトナム、インド、エジプト、ブラジル）における学位制度に
関する資料が含まれている。中国や韓国を除けば、これまでわが国では十分に紹介されてこなか
った国・地域の学位制度に関する具体的な資料・情報を公表することができた。 
(3) ３年目（令和元年度）には、大学院教育や学位制度に関する資料を訳出・整理した中間報告
書（第３冊）を刊行した。この報告書では８か国・地域（韓国、中国、台湾、ベトナム、インド、
ヨルダン、キューバ、ブラジル）を取り上げ、各国の法規や統計、訪問調査報告などを収載した。
このうち統計は国によって得られる情報が異なるため、必ずしも同一の視点から比較できるわ
けではないが、どのような観点で区分された情報が公開されているのかという点も含めて、当該
国・地域における大学院教育や学位に関する考え方を析出することができた。 
(4) 最終年度となった４年目（令和２年度）には、新型コロナウィルス感染が世界的に広まった
ことを受けて、当初の計画を変更して文献調査に重点を置くことにし、またより多くの国・地域
の学位と大学院教育の情報を共有することをめざした。それをふまえて刊行した中間報告書（第
５冊）では、９か国・地域における資料の整理・訳出を行った。９か国・地域には、北朝鮮、中
国、台湾、ベトナム、シンガポール、インド、ブラジルとともに、サウジアラビアとロシアが含
まれている。 
(5) 以上の研究成果をとりまとめて、最終報告書を刊行した。この報告書では、韓国、北朝鮮、
中国、台湾、ベトナム、シンガポール、インド、エジプト、ブラジルの９か国・地域を取り上げ、
これらの国ぐにについて、図１の枠組みに従って、制度の導入と歴史的な変遷、現在の制度や現
状、近年の改革動向などが論じられている。全体としての結論は大要、次のようにまとめられる。
まず、制度の導入においては、北朝鮮や中国、ベトナムが旧ソ連のモデルを参照する一方、韓国
や台湾はアメリカのモデルを取り入れようとし、英領植民地だったインドを含め、エジプトやブ
ラジルではヨーロッパの制度に範を取って制度が整えられていた。次に、その後の整備状況では、



大学院教育を実施し学位を授与する権限を有する機関の種類、入学者の選抜と養成のプロセス、
論文審査を含む修了・学位取得の要件や手続き、大学院生を指導する教員の資格、学位の種類な
どに関して、国を越えた共通性もある程度認められる一方で、国によって異なる側面も存在して
いる。また、中国やインドも含めているので対象とした国ぐにの間で大学院教育の絶対的な規模
が大きく違うのは当然だが、例えば人口比での相対的な規模や課程別、専門分野別の構成割合が
国によって異なることも見て取れる。そして、そうした現状をふまえて進められている近年の改
革については、国によってはさらなる量的拡大がめざされつつ、一方では入学や養成課程に関す
る管理の強化を含む質の向上が図られ、他方では当該社会や学習者のニーズへの対応や学位の
種類の多様化といった制度の柔軟化が模索されており、あわせて学位の国際通用性の強化、海外
の大学との連携の強化や国際的な資格枠組みへの同調なども見られることが明らかになった。 
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